
～「困っている」子供の姿を捉え直す～



知的発達に遅れはないものの、学習面・行動面で著しい困難を示す児童生徒の割合は増加傾向にあります。

※本調査は、学級担任等による回答に基づくものであることから、発達障害のある児童生徒数の割合を示すものではなく、特別な教育的支援を必要とする児童生徒

の割合を示すことに留意する必要がある。



×「できるのにやらない」 ➔ ○「一生懸命やろうとしても、できない原因がある」

表面的な行動（気になる姿） 背景にある困難（特性）

• 集中できず、離席してしまう
• 指示どおりに動けない
• 忘れ物が極端に多い
• 自分勝手な発言が目立つ

• 刺激を遮断できず、注意が逸れる
• ワーキングメモリの保持が苦手
• 整理整頓の手順が分からない
• 衝動のコントロールが未熟



➀ 基礎的環境整備

不特定多数の障害者を対象とした事前的改善。
 例：校内研修、バリアフリー化、ICT導入

➁ 合理的配慮

個々の場面で個々の子供のニーズに対応。
 例：座席の配慮、ICT機器の使用許可、レポート代替、 
  活動時間の確保



感情を伝える
「挨拶してくれて、先生はとても嬉し

いな」とIメッセージで伝える

具体的に褒める
「友達に順番を譲れたね」とよかった

行動をその場で具体的に認める

努力を認める
結果だけでなく「毎日練習をがんばってい

るね」と過程（スモールステップ）を褒める



その子供の「よさ」や「得意なこと」をまず見つけ、生かす。

「叱責」の連鎖を断ち、二次障害（自己肯定感の低下）を防ぐ。

小さな成功体験（スモールステップ）を積み重ねて自信を育む。




